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論文内容要旨
研究目的
 歪成分耳音響放射(distortionproductotoacousticemissions,以下DPOAEと略す)の臨
 床応用の可能性を検討するために以下の一連の調査を行った。
 1.DPOAEのレベルの測定値から聴力レベルの推定が可能か否かを明らかにすることを目的と
 して,末梢聴器障害によると思われる種々の程度の感音性難聴者で各周波数においてDPOAE
 のレベルを測定し,対応する周波数での標準純音聴力レベルとの相関を調べた。
 n.従来の純音聴力検査法で機能性難聴と診断された入を対象として,DPOAEを計測した。
 皿.大口径火器の取扱いに従事し,強大音に暴露される機会の多い自衛隊員に,従来の聴覚検査
 とDPOAEの測定を行い,DPOAEを用いた音響性聴器障害の早期検出の可能性を検討した。
研究結果
 1.対象とした感音性難聴者全体で見た場合には,両者の間には高い相関が見られた。
 且.ほとんどの例でDPOAEレベルが高く検出されることが明らかとなった。このことは,
 DPOAEレベルの測定によって機能性難聴の診断が可能であることを示唆している。しかし,
 中耳疾患の検索は不可欠であると考えられた。
 皿.DPOAEレベルの低下のほうが純音聴力検査の域値の上昇よりも早期に現れると見られる結
 果が得られた。
 以上の結果から,内耳の新しい他覚的聴覚機能検査法としてDPOAEが有効であると結論し
 た。
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 審査結果の要旨
 佐藤論文では,1978年に英国のKempによって見い出された耳音響放射の臨床応用について
 研究した成果を報告している。耳音響放射は,主として蝸牛の外有毛細胞の自律運動によって外
 耳道に逆放射されてくる微小音響で,感度の良いマイクロフォンとコンピューター加算によって
 検出されるものである。耳音響放射は,自発性のものと,誘発性のものがある。なかでも,本論
 文で研究対象とした,歪成分耳音響放射(DPOAE)は,周波数の異なる二つの純音を刺激音と
 して与えた場合に検出される,極めて周波数特異性をもつ耳音響放射として,その臨床応用が研
 究者の注目の的となっていた。
 そこで,本研究では,19歳から25歳までの正常聴力者17名31耳と内耳性難聴者125名270
 耳に対して,標準純音聴力検査とDPOAEを行い,両検査のレベルがどのような関連性をもっ
 ているかを検討し,次に,他覚的検査の利点を生かして,機能性難聴(心因性難聴)の診断に有
 用であるかを,18名の患者に応用して検討し,更に,騒音環境下にある集団の騒音性難聴の早
 期スクリーニングに有用であるかを,大口径銃火器を扱う機会の多い自衛隊員63名を対象とし
 て検討した。
 その結果,様々な程度の内耳性難聴における標準純音聴力図のパターンと歪成分耳音響放射図
 (DP-gram)のパターンが一致すること,また,機能性難聴の客観的検査法としてDPOAEが有
 用であること,但し,中耳伝音系のチェックが不可欠であること,さらに,騒音あるいは強大音
 による内耳障害の早期発見に,本法が有用であり,かなり軽微な変化をも発見出来る事などが明
 らかになった。
 以上のように,本論文は,歪成分耳音響放射の臨床応用について,多角的かっ厳密に検討し,
 正しい使い方をすれば,極めて有用な他覚的聴覚検査法であることを立証した。したがって,今
 後の臨床聴覚医学に貢献するところが大きく,よって本論文は学位に値するものと判定する。
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